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論文審査結果の要旨 

本論文は、先行研究で報告された原発性肺癌における腫瘍外リンパ管侵襲の予後因子と

しての価値を再検討、発展させ、その数の多寡に着目して予後や腫瘍浸潤免疫細胞のプロ

ファイルとの関連を調べた。先行研究と同様に、肺腺癌切除症例において、腫瘍外リンパ

管侵襲は独立した予後不良因子であることを確認した。さらに、腫瘍外リンパ管侵襲を有

する肺腺癌完全切除症例において、腫瘍外リンパ管侵襲の数が多い群の 3 年無再発生存割

合は 14.7%であり、腫瘍外リンパ管侵襲の数が少ない群の 50.0%と比較して、有意に少な

く、腫瘍外リンパ管侵襲の数は独立した予後不良因子であることを明らかにした。加えて、

腫瘍外リンパ管侵襲を有する pT1 の肺腺癌症例において、原発巣の腫瘍間質に浸潤してい

る CD8 陽性 T リンパ球は腫瘍外リンパ管侵襲の多い群で有意に少なく、FOXP3 陽性 T リン

パ球は腫瘍外リンパ管侵襲の多い群で有意に多かった。腫瘍間質の CD204 陽性マクロファ

ージは腫瘍外リンパ管侵襲の多い群で多い傾向が見られたが有意差は認めなかった。本論

文は腫瘍外リンパ管侵襲の数と腫瘍免疫微小環境の関連に着目し、肺腺癌切除症例におい

て抑制性の免疫微小環境を持つ腫瘍はリンパ管への浸潤性が高いことを始めて明らかにし

た臨床的に意義ある論文である。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


